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「一粒を残して」 

 

平素より、アンチ・ドーピング事業へのご理解、ご協力を賜りありがとうございま

す。 

万一の際に選手自身を守るための取り組みです。過去に、ある医薬品の製造

過程において、本来含まれていないはずの禁止物質が意図せず混入し、その医

薬品を服用した選手がアンチ・ドーピング規則違反を疑われた事例がありまし

た。しかし、幸いにも手元に保管されていた同一ロットの医薬品を用いて検証を

行うことができ、結果として当該選手の潔白が証明されたケースがあります。 

このような事例を踏まえ、国民スポーツ大会へ出場する選手、または出場が見

込まれる選手におかれましては、事前に安全性が確認されている薬やサプリメン

トであっても、使用している製品の箱、ボトル、シート等に記載された製造年月日

や製造番号（ロット No.等）を写真に撮り、記録として残しておくことを推奨します。 

また、実際に国民スポーツ大会へ出場する 2週間前以降に薬やサプリメントを

使用する場合には、「一粒を残す」など、現物を保管するよう努めてください。 

さらに、国民スポーツ大会期間中にドーピング検査を受けなかった場合は、そ

の時点で保管を終了して差し支えありません。一方、ドーピング検査を受けた場

合には、検査結果が判明するまでを目安として、引き続き 3か月程度保管し、陰

性結果を確認した後に保管を終了することを推奨します。 


